
◎お子さんのライフステージ（節目となる出来事で区分される時期）に合わせてご覧ください

出生

 

 

障害福祉サービスの利用（一部紹介）
対象　概ね18歳～64歳で、身体障害者手帳、療育手帳、
　　　　精神障害者保健福祉手帳を所持している方・難病
　　　　（国の定める対象疾病）の方
■訓練・就労系サービス（就労移行支援・就労継続支援）
   就労に必要な知識と能力の向上のために必要な訓練を実施
■日中活動系サービス（生活介護）
   常時介護が必要な障害のある方で身体能力、日常生活能力
   の維持・向上を目的として必要な介護等の提供を実施
■訪問系サービス（居宅介護）
   家庭にホームヘルパーを派遣し、身体介護、家事援助、通院等
   介助などの支援を実施

※その他のサービス、詳細は障害福祉課ホームページ
または豊橋市障害者福祉ガイドブック「くらたあ」をご覧くださ
い

障害児通所支援（保育所等訪問支援）
対象 就学前の児童、就学後の児童
支援員が保育所等の集団生活を営む施設を訪問し、集団生活適応に向け、本人又は施設スタッフに対して専門的な支援を実施

その他

発達に気がかりのある子の就学準備に
向けた「講演上映会」　（春頃）
対象：豊橋市内在住で発達に気がかりの
ある就学を控えたお子さんの保護者
豊橋市の特別支援教育や就学に向けた
準備についての「講演上映会」
【担当 豊橋市教育委員会・豊橋市こども
発達センター】

発達に気が
かりのある
子の就学準
備に向けた
「体験談を
きく会」
  （春頃）

障害児等療育支援事業施設（巡回相談）
対象  保育園・幼稚園・認定こども園・届出保育施設、小・中・高等学校、放課後児童クラブ、通所支援事業所
地域で安心して暮らしていくことができるように、お子さんが所属している施設に専門スタッフが赴き、お子さんの様子を観察し、具体的な援助方法を先生方と一緒に検討します。希望される場合は、所属先の先生方へご相談ください。
【担当 豊橋市こども発達センター】

障害児看護支援事業
対象 保育園等に通う医療的ケアが必要な児童・生徒（義務教育まで）
保育園、小中学校等において訪問看護ステーションから派遣される看護師が、児童・生徒に医療的ケアを実施  【担当 障害福祉課】

市立高等学校等医療的ケア児
看護支援事業
豊橋高校、くすのき特別支援学校高等
部、家政高等専修学校に通う医療的ケア
が必要な生徒に訪問看護師による学校
内での医療的ケアを実施
【担当 教育政策課】
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障害福祉サービス
　（一部紹介）

【担当 障害福祉課】

障害児通所支援（児童発達支援）
対象 就学前の児童
身近な療育の場として、通所利用の障害児やその家族等を含めた地域支援

障害児通所支援（放課後等デイサービス）
対象 就学後の児童（６歳～１８歳）
学校授業終了後または休業日に、施設において生活能力向上のために必要な訓練、社会の交流の促進など必要な支援を実施

就学の相談①　各小学校
就学後のこと（学級や学校生活など）で迷っている場合は、年中時や年長時の早い段階から、学校
に相談しましょう。特別支援学校を考えている場合は、園の先生に相談したり、特別支援学校の相
談センターに連絡をしたりしましょう。相談の際は別紙「情報提供活用シート」の活用をお勧めしま
す
【担当 各小学校　・特別支援教育コーディネーター　・特別支援学級担任】

進学の相談①　各小学校・中学校
中学校でどの学級に在籍するかを迷っていたり、特別支援学校を希望したりする場合は早めに相談しま
しょう
相談の際は別紙「情報提供活用シート」の活用をお勧めします
【担当 在籍する各小学校・中学校 特別支援教育コーディネーター】

こども・若者の自立相談
将来について考えたい・なりたい自分を探し
たい方は相談してみましょう。（個々の疾病に
ついては、本人・家族の了解を得た上で医療
機関と情報共有させていただくことがありま
す）

※中学3年生や高校中退者の進路選択におけ
る情報提供の場として「定時制・通信制高等学
校合同説明会」を開催しています
【担当 豊橋市こども若者支援センター（ココ
エール）】

就学の相談②　豊橋市教育会館（にじの子相談室）
就学後のこと（学級や学校生活など）で迷っている場合や、発達のことで悩んでいる場合は相談し
ましょう
相談の際は別紙「情報提供活用シート」の活用をお勧めします
【担当 にじの子相談室】

進学の相談②　豊橋市教育会館（にじの子相談室）
中学校でどの学級に在籍するかを迷っていたり、特別支援学校を希望したりする場合は早めに相談しま
しょう
相談の際は別紙「情報提供活用シート」の活用をお勧めします
【担当 にじの子相談室】

相談機関

就園の相談
保護者の意向やお子さんの状況に応じて、相談支援を行っています
施設の特徴や入園できるお子さんの年齢や条件が異なります
希望園を選ぶには、見学等をして園のことを十分に知ることが大切です
主治医や利用している相談支援事業所等に相談の上、希望園や保育課へ早めに相談しましょう
相談の際は別紙「情報提供活用シート」の活用をお勧めします
入園先は希望に添えない場合もあります　【担当 保育課】

学校生活の相談①
担任の先生、特別支援教育コーディネーター、利用している相談支援事業所、主治医へ相談しましょう 就労の相談

在籍する学校の先生、利用している
相談支援事業所、主治医へ相談しま
しょう

 
就労に関する相談先
■ハローワーク豊橋　専門援助部門
■ハローワーク名古屋中 難病患者就職サポーター
■愛知障害者職業センター豊橋支所
■豊橋障害者就業・生活支援センター(社会福祉法人岩崎学園）
■とよはし総合相談支援センター「ほっとぴあ」
■愛知県医師会 難病相談

※「小児慢性特定疾病事業のご案内」P2参照

学校生活の相談②　豊橋市教育会館（教育相談）
学校生活、友達関係等の悩み、教育全般についての相談先　【担当 豊橋市教育会館】

愛知県立豊橋聾学校　乳幼児教育相談（ひよこ組）：聞こえや言葉に心配のある０歳から就学前までのお子さんの相談に応じています　【担当：愛知県立豊橋聾学校】

愛知県立豊橋聾学校　のびやか相談：幼児から高校生までのお子さんの、聴覚の障害に関する相談に応じています 【担当：愛知県立豊橋聾学校】

愛知県立豊橋特別支援学校　アゼリア相談（教育相談）：乳幼児から高校生までのお子さんの、主に身体の障害に関する相談に応じています　【担当：愛知県立豊橋特別支援学校】

豊橋市立くすのき特別支援学校　くすのき相談センター就学・教育相談：保護者の方からの子育てや学校生活に関する心配や不安、就学や進路等の相談に応じています　【担当：豊橋市立くすのき特別支援学校】

就園
就学先等

【保育園・認定こども園（一般保育・特別支援保育）】
　4月入園申し込み期間　前年の9月　※詳細は保育課ホームページをご覧ください
【幼稚園】
　4月入園申し込み期間　各園へ直接お問い合わせください

小学校・中学校（通常学級、特別支援学級＜病弱・身体虚弱学級＞、通級指導教室） 高等学校・各種学校等
就労・大学・専門学校

　　　障害福祉サービス利用等

愛知県立豊橋聾学校(乳幼児教育相談、幼稚部） 愛知県立豊橋特別支援学校・愛知県立豊橋聾学校・豊橋市立くすのき特別支援学校等（小学部、中学部、高等部）

幼稚園・保育園・認定こども園等入園 小学校入学 中学校入学 高等学校等入学 卒業後

15 16 17 18 １９歳以降13

ライフ
ステージ

●４か月児健康診査
　　（3～4か月）

●１歳６か月児健康診査
　(1歳7～8か月)

●３歳児健康診査
　（3歳2～3か月）
　　　       　【担当　こども保健課】

●就学時健康診断 （１０月）
　 翌年度に市内各小学校へ新入学されるお子さんに実施　【担当 保健給食課】

令和７年11月　豊橋市 こども保健課 作成

14

                                                    小児慢性特定疾病児童等の就園・就学相談等のご案内

年齢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

※児童の障害福祉サービスは一部紹介しています。その他のサービス、詳細は障害福祉課

ホームページまたは「豊橋市こども発達支援ガイド」をご覧ください

対象 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの１８歳未満の

方の他、難病、発達障害の診断を受けた方で支援を必要とする１８歳未満の方

記載の時期はあくまで目安です

医療的ケアや生活面の配慮が必要な方、治療の継続等が必要な方は

早めに相談しましょう

対象 豊橋市内在住で発達に気がかりのある年長のお子さ

んの保護者

特別支援学級、くすのき特別支援学校に在学経験のあるお

子さんの保護者の体験談をきく会

こども保健課 保育課

学校教育課

豊橋市教育会館（にじの子相談室） 愛知県立豊橋聾学校 愛知県立豊橋特別支援学校 豊橋市立くすのき特別支援学校 障害福祉課 豊橋市こども発達センター 保健給食課
豊橋市こども若者支援センター

（ココエール）
教育政策課


